
令和８年度から取扱いが変わる事項について（お知らせ） 

 

（１）工事費積算内訳書の記載項目の追加について 

 

令和 6年 6月改正の「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（以下、入契法と

いう。）が令和 7年 12月に施行されたことに伴い、建設業者は公共工事の入札に係る申込みの

際、材料費及び労務費等を記載した工事費積算内訳書の提出が義務化されました。（入契法第 12

条） 

つきましては、契約課が発注した建設工事については、材料費、労務費、法定福利費、安全衛

生経費、及び建設業退職金共済契約に係る掛金の内訳を記載した工事費積算内訳書の提出をお願

いします。なお、当面の間は、材料費等の記載がないことをもって入札を無効とはいたしません

が、令和 9年 4月より記載を義務づけることを予定しています。 

 

 

（２）建設業退職金掛金納付書の提出方法について 

 

契約課が発注した建設工事において、建設業退職金共済制度（証紙貼付方式）の書類を契約締

結時に提出される場合、必要に応じた掛金をご購入の上、金融機関で発行された「掛金収納書」

を「掛金収納書提出用台紙」に貼り付け、必要事項をご記入のうえ、ご提出をお願いいたしま

す。なお、電子契約をご利用される場合は、データでご提出ください。 

 

 

※ 詳細は佐世保市ホームページに掲載しておりますので、ご確認くださいますようよろしくお願

いいたします。 

 

佐世保市ホームページの 

「事業者の方へ」－「工事/建設コンサル」－「要綱及び入札契約制度等」-「入札・契約事務

に関する取扱いなど」 

 

 


